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地域道路経済戦略研究会

中国地方研究会

平成28年6月28日（火）
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1 抜け道道路と事故
の関係

【橋本准教授】

・ ETC2.0プローブにより、生活道路のうち抜け道道路の特定方
法を研究。
・交通事故データや現地調査結果等を組合せ、生活道路におけ
る交通事故対策の社会実験を実施し、生活道路の安全・安心
の向上に資する施策を提言。

【他データとの組合せ】

2 沿道状況の影響
による速度低下要
因の把握

【橋本准教授】

・ ETC2.0プローブ及び、沿道土地利用データ、現地調査結果等
を組合せ、単路部の速度低下箇所の特定方法を研究。

【他データとの組合せ】

3 広島空港アクセス
の時間信頼性

【力石特任准教授】

・ ETC2.0プローブやバスプローブを組合せ、広島空港と広島都市
圏間の突発事象発生時でも信頼性の高い旅行時間の算出手
法について研究。
・算出した旅行時間のリアルタイムな情報提供手法を研究し、利
用者の利便性向上に資する施策を提言。

【他データとの組合せ】【インフラ効果】

4 暫定2車線区間に
おける速度低下対
策の検討

【塚井准教授】

・ ETC2.0プローブにより、走行速度とバラつきの両面から自専道
における走行速度低下区間分析。
・付加車線が必要な箇所を定量的に把握し、速度低下箇所に
対する対策（注意喚起や付加車線整備等）に展開。

【他データとの組合せ】【インフラ効果】

5 ミッシングリンクが地
域経済や観光に
及ぼす影響

【塚井准教授】

・ETC2.0プローブの質的データ（OD量、トリップ長等）に着目し、
道路ネットワーク整備状況と相関のある社会経済指標を研究。
・ミッシングリンクのため潜在化しているポテンシャルを事業効果発
現前に把握し、自治体等の地域戦略に展開。

【他データとの組合せ】【ミッシングリンク】

中国地方研究会の概要

日時・場所：平成２８年１月７日（木）
議事内容 ：中国地方の話題や研究イメージ等を提供

研究テーマに付いて討議・絞り込み

第１回 中国地方研究会

日時・場所：平成２８年２月３日(水)
議事内容 ：研究テーマの確認

フィージビリティスタディの検討
研究計画に盛り込むべき要素やデータ量
等の課題に対する問題も踏まえた議論

第２回 中国地方研究会

日時・場所：平成２８年３月２２日(火)
議事内容 ：フィージビリティスタディの検討結果報告

研究テーマ、研究計画の策定 等

第３回 中国地方研究会

・開催概要研究会構成

広島大学大学院 国際協力研究科
力石 真 特任准教授

広島大学大学院 工学研究科
塚井 誠人 准教授

岡山大学大学院 環境生命科学研究科
橋本 成仁 准教授

広島大学大学院 国際協力研究科
◎藤原 章正 教授

◎：座長 （５０音順）

【有識者】

第４回 中国地方研究会
日時・場所：平成２８年６月７日(火)
議事内容 ：研究状況の報告

地域道路経済戦略研究会 合同研究会
日時・場所：平成２８年６月２８日(火)
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研究
課題

・通学中の事故など、生活道路における事故が社会問題化。
・“生活道路”の法令上の規定が存在せず、交通量等のデータ取得が非常に困難。
・都市全体を公平に俯瞰した上で、潜在的な危険箇所も含めた合理的な対策箇所選定手法の確立が課題。

・生活道路を定義づけたうえで、抜け道道路を分析
・交通事故データを組み合わせ、抜け道道路における事故発生状況を分析
・モデル地区選定と合意形成/対策実施（社会実験）/評価を実施

生活道路の事故対策の公平、合理的、
汎用性の高いスキームの確立

研究の
流れ

これまでの
研究内容

①抜け道道路の特定手法の検討
⇒ 生活道路の定義を仮設定したうえで、 ETC2.0プローブにより抜け道利用の推定を試行
②抜け道道路における事故の発生状況分析
⇒ ETC2.0プローブと交通事故データを組合せ
抜け道道路とそれ以外の道路における交通事故の発生状況を分析

①抜け道利用が多い生活道路の特定手法を検討

こ
れ
ま
で
の
研
究
内
容

県道

市道，その他

道路幅員5.5m
未満

生活道路

道路幅員5.5m
以上13m未満

歩道なし

リンク長200m
未満

生活道路

リンク長200m
以上

生活道路以外

歩道あり 生活道路以外

道路幅員13m
以上

生活道路以外

国道 生活道路以外

生活道路の定義を検
討

抜け道道路の推定

・主体により認識が異なる「生活道路」の客観的な定義づけを試行 ・ ETC2.0プローブにより、分析者の主観に依存しな
い抜け道道路の推定を試行

注）ETC2.0プローブ

【ﾃｰﾏ①】抜け道道路と事故の関係

生活道路

1日○回以上利用 抜け道道路

1日○回未満利用 抜け道道路以外

生活道路では抜
け道道路での事
故が多い
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②抜け道道路による事故の関係分析

こ
れ
ま
で
の
研
究
内
容

抜け道道路
を確認

抜け道利用
を確認

至 津島交差点

至 岡山大学

抜け道道路
を確認

交差点付近で
急減速

交差点付近で
急減速

交差点付近で
急減速

交差点付近で
急減速

商
業
施
設

商
業
施
設

駐
車
場

至 伊島北町交差点

岡

山

大

学

コン
ビニ

幼
稚
園

高等学校

事故が多い区間で
急減速も多発

N

【ﾃｰﾏ①】抜け道道路と事故の関係

・交通事故データを組み合わせ、抜
け道道路の事故発生状況を分析。

注1）DRM区間単位の事故件数を
延長で正規化

注2）事故は2010～2014年（5ヵ年）
のデータ。

・生活に用のない交通（通過交通）を抽出するため、生活地区を設定し、地区内に発着を持たない交通を
通過交通とした
・DRM基本道路に該当しない道路等（幅員5,5m未満）を走行した通過交通の点群を走行軌跡として描画
⇒通過交通の平均速度は、発着交通の平均速度より高い傾向を確認
⇒抜け道道路では事故の発生が多いことを確認

道路別の事故発生状況

総トリップ数
339

[トリップ/月]

発着交通
70.2%

通過交通
101トリップ
29.8%

生活地区を走行する車両の通過・発着割合

約3割が生活地区に
用のない通過交通

凡例
急減速（-0.3G以下）発生地点
（矢印の向きは進行方向）

事故発生箇所

出典：ETC2.0プローブデータ様式
2-1（Ｈ27.10）

出典：交通事故・生活道路統合
データ（H24～H26）

注）様式1-2において、DRM基本
道路リンクにマップマッチング
されなかった点データを対象
に図化

注）平均速度は、生活地区内での
2測位点間の速度の平均値

66.9
件/km

10.8
件/km

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

抜け道道路 抜け道道路以外

今後の
取組み

・抜け道道路を客観的な判定方法で特定し、交通事故データと組合せ、交通
安全対策に展開

■抜け道道路をターゲットとした交
通安全対策の効果を検証
■社会実験等に向けた委員会を設
立（住民代表・自治体・道路管理
者・警察等）

社会実験

3

ETC2.0による抜け道利用判定のケーススタディ

通過交通平均速度：21.2km/h

発着交通平均速度： 9.1km/h
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①単路部の速度低下箇所の特定方法の検討

こ
れ
ま
で
の
研
究
内
容

研究
課題

・沿道商店の利用等、交差点以外の要因による速度低下により、渋滞に繋がることも考えられるが、現在のDRMによる分析では、基本的に交差
点間毎のデータになっていて分析できない状況。
・より実態に近い渋滞箇所を特定するためにも、単路部の速度低下箇所の把握と要因の特定が必要。

・単路部のボトルネックの特定手法の研究
・速度低下要因の特定手法の研究
・モデル箇所選定と合意形成/対策実施/評価を実施

単路部ボトルネック・要因の見える
化と賢い対策のスキームの確立

研究の
流れ

これまでの
研究内容

①単路部の速度低下箇所の特定方法を検討
⇒ETC2.0プローブ等で単路部の速度低下箇所の発生状況を事例的に検証

【ﾃｰﾏ②】沿道状況の影響による速度低下要因の把握

・ETC2.0のうちカーナビ連
動型ジャイロスコープ搭載
による精度の高いデータ
を採用。
・直前（200m毎）の速度
データとの比較で、速度
低下の著しい箇所を抽出。

・上り・下り別、時間帯別に
速度低下発生箇所の把握
が可能

至：兵庫県
岡山県内国道2号の速度低下状況

出典：ETC2.0プローブデータ 様式1-2 H27年4月~H28年3月平日
注１：200mごとの走行履歴のみを抽出。
注２：カーナビ連動型（ジャイロスコープによる計測）のデータのみ抽出。
注３：直前の走行履歴点での速度と比較。
注４：速度20㎞/h以下の測位点を除いたデータで分析

沿道施設が沿道施設が
要因の可能

性

IC分合流が要
因の可能性

車線変更が要
因の可能性

今後の
取組み

・現地確認による特定箇所のブラッシュアップ、沿道状況（用途地域・事業所密度等）の相関性を検証
・単路部のボトルネック要因を客観的な判定方法で特定し、渋滞対策に展開

速
度
低
下
率
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①ODに応じた様々な条件下での経路選択の検証

こ
れ
ま
で
の
研
究
内
容

研究
課題

・広島空港と広島都市圏の連絡は自動車の依存度が高いが、旅行時間にバラつき。

・ODによっては複数の経路が選択可能であるが、有効に機能していない状態。

・刻々と変化する交通状況に応じた最適経路の情報提供による信頼性向上が課題。

・多数のモニタリングポイント（高速IC等）から広島空港への旅行時間のバラつき・要因を分析
・事故等のイベント発生時の経路選択行動を分析
・情報提供により旅行時間改善の可能性を検討し、情報提供の手法を検討

利用者の最適な経路
選択を支援する情報
提供スキームの確立

研究の
流れ

これまでの
研究内容

①ETC2.0プローブ及びバスプローブにより広島空港の主なOD･経路･旅行時間の変動を分析
⇒広島空港と出発地（目的地）の組合せ毎に複数の条件下（平常時、事故通行止時等）での経路と旅行時間を検証し、サン
プル確保状況、遅れの分析可能性等を確認

②時間別に時間信頼性の高いルートと旅行時間の算出手法を検討

【ﾃｰﾏ③】広島空港アクセス時間の信頼性

・広島空港への複数の利用経路
を確認。
・事故発生時の旅行時間は平常
時より長くなることを確認。
・旅行時間が長くなっているにも
関わらず、経路選択に大きな変
化がないことを確認。

1台 100台以上

 経路収集装置設置位置

道路種別

高速道路

一般国道

主要地方道

一般県道

広島空港に到着するトリップの利用道路と発着地分布

注） ETC2.0プローブデータ（H27年9月20日）

東広島呉道路熊
野有料道路経由

東広島呉道路
熊野有料道路経由

出典：ETC2.0プローブデータ様式2-1（H27年10月）
注） 広島空港を中心に半径1kmを起終点とするトリップの経路・発着地を図示
注） トリップには結合処理を施している（資料-2を参照）。

事故により平常日
に比べ53分遅延

イベント（事故）発生による特異日の分布

H27.9,20山陽道（上り）
入野TN付近で事故

1台 10台以上

2929

2929

2

375
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②空港連絡の旅行時間の信頼性手法を検討

こ
れ
ま
で
の
研
究
内
容

【ﾃｰﾏ③】広島空港アクセス時間の信頼性

（１）モニタリングポイントにおけるOD間旅行時間
データの整備

ODペア毎の旅行時間変動

突発事象有 突発事象無

車
両
間
変
動

時
刻
変
動

経
路
間
変
動

そ
の
他
の
確
率
変
動

(

立
ち
寄
り)

車
両
間
変
動

時
刻
変
動

経
路
間
変
動

そ
の
他
の
確
率
変
動

(

立
ち
寄
り)

（
２
）
旅
行
時
間
変
動
要
因
の
分
解

（３）経路情報提供によるOD間旅行時間信頼性

経路間の旅行時間の変動
が大きいODペアを抽出

※分析の精度は利用可能なサンプル数に依存
（他データの併用を検討）

モニタリングポイントの分析イメージ

広島空港

広島都市圏

モニタリング
ポイント

旅行時間安定

旅行時間不安定

分析データ ETC2.0＋バスプロ

・モニタリングポイント（主要交差点，高速IC等）におけるOD間旅行時間のバラつきを分析
（１）変動要因の分解 (車両間変動，時刻変動，経路間変動，突発事象，etc.)
（２）旅行時間変動の大きいODペアを抽出し，情報提供による時間信頼性の高い経路への誘導可能性を検討

ル
ー
ト
①

ルート②

ルート④

90
％
タ
イ
ル
値

10
％
タ
イ
ル
値

変動要因を説明変数として、旅行時間
及びバラツキを算出

情報提供によって信頼性の高い
ルートを選択するよう誘導
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様々な条件下（雨天時、朝ピーク発、GW期間
等）での経路と所要時間を蓄積。

【ﾃｰﾏ③】広島空港アクセス時間の信頼性

45～50分

45～50分

65～75分

80～85分 80～85分

65～75分

90～130分

90～130分

データが十分に蓄積
されれば、交通事故
等の特異イベント発生
時の実勢に近い情報
提供が可能

●●発●曜日●時
出発の場合

●●発●曜日●時出発で
事故発生の場合

○○IC付近で事故発生

広島空港

Aルート
60分

広島空港

Bルート
20分

・利用者の様々な利用シーンに沿った最適な経路情
報の提供を実現。

・リアルタイム情報

・状況に応じた旅
行時間を表示

今後の
取組み

・様々な条件下での道路時刻表を作成し、イベント時にも対応した信頼性の高い旅行時間及び経路情報を
作成し、効率的な情報提供手法について検討。
・他の交通結節点等への活用も視野。

社会
実験

・広島空港利用者特定のための新たなETC2.0路側機の設置やバス事業者との連携等により、広島都市圏
から広島空港への詳細な経路選択行動を分析。

OD単位で様々な条件下の経路情報を蓄積

＜実現イメージ＞

データ蓄積とバリ
エーションの増加に
より実勢に近い幅を
もった情報提供が可
能

利用者への情報提供イメージ

ル
ー
ト
①

ル
ー
ト
②

ル
ー
ト
①

ル
ー
ト
②
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①道路ネットワーク機能の低下箇所の見える化の考え方（ETC2.0プローブを活用）

こ
れ
ま
で
の
研
究
内
容

研究
課題

・中国地方の自専道は暫定2車線区間が多く、速度低下や交通事故が頻発。
・ネットワーク機能を最大化するため適切な位置において、付加車線整備や注意喚起対策を行うことが必要

・ネットワーク機能低下箇所と要因を分析
・要因に基づいた効果的な対策（付加車線整備・注意喚起標識など）を実施

効果的・効率的な要対
策区間と対策内容の抽
出スキームの確立

研究の
流れ

これまでの
研究内容

①道路ネットワーク機能の低下箇所の見える化を事例検討
⇒路線全体の速度分布状態について定義づけを行い、特異な分布を示している区間は付加車線設置を検討すべき区間とし
の抽出することが可能

【ﾃｰﾏ④】暫定2車線区間における速度低下対策

今後の
取組み

・付加車線が必要な箇所を定量的に把握し、速度低下箇所に対する対策（注意喚起や付加車線整備等）
に展開

縦断勾配

尾道松江線（尾道JCT→宍道JCT）の速度分布

口
和

宍
道
JCT

三
良
坂

甲
奴

尾
道
JCT

吉
田
掛
合

三
刀
屋
木
次

高
野

尾
道
北

世
羅

吉
舎

三
次
東

雲
南
吉
田
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(距離)出典：ETC2.0プローブデータ H27年4月~H28年3月
注２：カーナビ連動型（ジャイロスコープによる計測）のデータのみ抽出。

進行方向

最大値

最小値

標準偏差
（バラつき）

走行日時や車両等に
よる速度差が小さく、
走行が安定している
状態。ただし、低い速
度領域の場合は低速
車の影響等を受けて
自由走行できていな
い場合もある。

最大値

最小値

走行日時や車両等に
よる速度差が大きく、
走行が不安定な状
態。IC合流による減
速、低速車による車
群の遭遇確率の高い
区間であり、注意喚
起や付加車線の設置
等の必要性を検証す
る余地がある。

標準偏差
（バラつき）

■速度分布の解釈の一例

付加車線で低速車
を追越後に速度が回復 三次東JCTでの合流

車両による速度低下速度分布（1㎞ピッチ）
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研究
課題

・山陰地方はミッシングリンクが多く、地域経済や観光の活性化を阻害。
・ミッシングリンクにより阻害されているポテンシャルを見える化し、様々なストック効果の誘発に活かす。

・ミッシングリンクの定義づけとアクセシビリティ指標の開発
・ミッシングリンクのwith-withoutによる経済指標の感度分析
・ミッシングリンク解消によるポテンシャル変化の見える化

ミッシングリンク解消による経済
効果を国民に分かりやすく提示

研究の
流れ

これまでの
研究内容

①ETC2.0によるアクセシビリティ指標の事例的検証
⇒ETC2.0プローブでアクセシビリティ指標（年間総トリップ数、休日平均トリップ長等）を仮設定し、ミッシングリンク有無による
ポテンシャルの可能性を事例的に検証。

①ETC2.0プローブによるOD事例研究

こ
れ
ま
で
の
研
究
内
容 浜田市

萩市

ミッシングリンク ミッシングリンク

【ﾃｰﾏ⑤】ﾐｯｼﾝｸﾞﾘﾝｸが地域経済や観光に及ぼす影響

・島根県浜田市と山口県萩市における市内発着交通の市町村間ODをＥＴＣ２．０データから抽出
・浜田市は中国横断自動車道を利用した広島との結び付きが特に強いが、萩市は下関市等多方面に分散

島根県浜田市のOD量（休日） ：人口5.7万人 山口県萩市のOD量（休日） ：人口4.9万人
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①ETC2.0プローブによるOD事例研究

こ
れ
ま
で
の
研
究
内
容

萩市（内々）

34%

下関市

12%

山口県

（山陰側）

24%

山口県

（山陽側）

16%

その他

14%

浜田市（内々）

41%

広島市

17%

島根県

26%

その他

16%

【ﾃｰﾏ⑤】ﾐｯｼﾝｸﾞﾘﾝｸが地域経済や観光に及ぼす影響

今後の
取組み

・ミッシングリンクのため潜在化しているポテン
シャルを事業効果発現前に把握し、自治体等
の地域戦略に展開

包絡線分析のイメージ

社会活動量

ミッシングリンク解消

経
済
指
標
（
観
光
客
数
等
）

・人口規模が同程度であるがＯＤペア数が浜田市約１．１万、萩市
約０．６万と2倍程度差があり、社会活動量は浜田市が大きくなってい
る。

・一方、休日のＯＤペアの内訳比率では、ＯＤ比率（休日）は、浜田市が
内外交通５９％、萩市が内外交通６６％であり、萩市のが地域外から
の交通、つまり観光地としてのポテンシャルが高いと考えられる。

包絡線によるミッシングリンク解消ポテンシャルの定量化

※包絡線：社会活動量に対し、最大のパフォーマンスを発揮している状態

・ETC2.0データから社会活動量を算定し、経済指標（観光や企業
活動等）の相関を分析
・分析評価単位とすべき経済圏（メッシュ・行政区域等）を設定
・ミッシングリンクが残存する箇所とのポテンシャルの差を把握人口比較 ODペア数

※H28.2月時点
※各市HPによる

※ETC2.0 （ H27.4～H27.12 休日）
※各市に発着するトリップの合計値

0% 20% 40% 60% 80% 100%

OD比率※ETC2.0 （ H27.4～H27.12 休日）
※各市に発着するトリップの合計値
※山口県（山陰側）は長門市、阿武町、美祢市とした

OD比率

同程度の都市による交通流動の比較

浜田市

萩市

萩市

浜田市

ミッシング解消による
社会活動量の増加

社会活動量の増加
によるポテンシャル
の向上

萩市（ミッシング解消後）
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1
抜け道道路と事
故の関係

■生活道路利用車のうち抜け道道路を客観的
な判定方法で特定し、交通事故データと組合
せ、交通安全対策に展開

■抜け道道路をターゲットとした交通安全
対策の効果を検証

■社会実験等に向けた委員会を設立（住
民代表・自治体・道路管理者・警察等）

2
沿道状況の影響
による速度低下
要因の把握

■実態に近い渋滞箇所を特定するため、単路
部の速度低下箇所の把握と要因の特定手法
を検討

■単路部のボトルネック要因を客観的な判定
方法で特定し、渋滞対策に展開

3
広島空港アクセ
スの時間信頼性

■様々な条件下での道路時刻表を作成し、イ
ベント時にも対応した信頼性の高い旅行時
間及び経路情報を作成し、効率的な情報提
供手法を提供。他の交通結節点等への活用
も視野

■広島空港利用者特定のため新たな
ETC2.0路側機の設置やバス事業者と
の連携等により、経路選択行動の詳細
を検証。

4
暫定2車線区間
における速度低
下対策の検討

■速度低下が発生している箇所を定量的に把
握し、対策（注意喚起や付加車線整備等）の
実施に展開

5
ミッシングリンク
が地域経済や観
光に及ぼす影響

■ミッシングリンクのため潜在化しているポテン
シャルを事業効果発現前に把握し、自治体
等の地域戦略に展開

今後の取り組み
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